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後,経 時的に上顎 を摘出し,パ ラフィン切片を作

















度 は14日後 に最大 となり,28日後には分布密度
が減少 して,Hsp47陽性線維芽細胞の分布様式は
正常歯肉と同様になった。 メス切除3日 後で も線







応 が固有層深部 において消失 し,28日後 では正
常歯肉のTNC染色所見 と同様 の所見がみ られた。







示 していた。 メス切除後の肉芽組織 におけるFN
発現は,既 存 の結合組織のFN発現 と比べ弱 く,















文について1)考 察 と図の解説の修正,2)文 献
記載様式の統一 を求め,後 日,適切に加筆修正 さ
れたことを各委員が確認 した。また,委 員会は語
学試験 として英文和訳を実施 し,その結果,申 請
者は十分な英文読解力を有すると判断した。
　 審査委員会は本論文が歯科医学研究の発展に寄
与するものと考 えられ,申 請者は学位授与に値す
ると判定 した。
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